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m市町村課に在籍して１０年、合併に携わり６
年になる。前回の平成合併では、多くの「民
意」が、明らかに行財政運営が厳しくなるに
も関わらず、回避するための手段として合併
を選択しなかった。当時の関係者は、合併の
ＰＲに努め出来る限りのことはすべてやった
と思う。しかし、住民に対する「合併の必要
性」の訴えは、届かなかった。価値観が多様
化するなか情報提供のあり方の難しさを痛感
した。あれから３年が経過した。「夕張ショ
ック」は市町村を取り巻く環境が大きく変化
したことを気付かせた。府内でも、新たな合
併に向けた取組が芽吹きだした。「啓発」の
重要性は、十分に認識している。「無関心」を
なくすことからもう一度、はじめていきたい。

（Ｋ．Ｉ）

m平成２０年春に「おおさか東線」と名づけら
れた路線が開通します。私は、青春１８切符を
よく使って旅をするのですが、この前は自宅
から山口県の萩市までひたすら電車に乗りな
がら行ってきました。新幹線で一気に行くル
ートもあったのですが、やっぱり時間をかけ
てのんびりと電車で行くのは道中思いもよら
ない出来事、ストーリーにめぐり合います。
そのときは、任期満了前の小泉首相に出会う
など予想もしなかったことが起こりビックリ
しました。
話を元に戻しまして、おおさか東線は、東
大阪市内にも駅が４駅新設されるなど、この
路線が出来ることは個人的には大賛成です。
今の大阪府内の路線図を見てみると、他都市
を訪れるにはほとんど大阪市内を経由してい
く場合が多いです。東大阪市でも鉄道は近鉄
電車が東西には敷設されていますが、南北に
縦断する路線はありませんでした。路線がで
きることで、時間のロスが改善されることは
すばらしい進歩だと思います。それ以上に、

都市と都市をつなぐ路線ができることで、
人々の新しい出会いとストーリーを生み出す
架け橋となってくれるに違いありません。

（Ｙ．Ｍ）

m府庁の本館は、大正１５年に建築され、現役
の都道府県庁舎の中では最古の建物です。そ
の歴史的価値やデザイン性は高く評価され、
映画の撮影などでも活用されています。しか
し、職場環境という意味では、どうしても近
代的な民間ビルには及びません。
私は本館で働いて６年目になりますが、そ
の前は民間ビルの部局で働いていました。最
初は職場環境の違いに驚いたものです。特に
空調は民間ビルとは比べものにならず、最初
は慣れるのは大変でした。しかし、慣れとは
こわいもので、長く働くと、弱い空調が私に
とってもちょうどいい空調になりました。デ
パートや銀行の冷房ではむしろ寒いと感じる
くらいです。家での冷房設定温度も１～２度
高くなりました。
現在、地球温暖化防止の取組が必要とされ
ています。この本が発行される頃は空調はい
らない時期ですが、今年の冬・来年の夏は、
設定温度を調節して、地球温暖化防止に取り
組みましょう。 （Ｔ．Ｓ）
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～市町村のまちづくりに役立っています～ 
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